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個人情報保護法の
逐条解説〔第4版〕
宇賀克也
2013 年 10 月刊／542 頁／3990 円（税込）

読者の中には，個人情報保護法の条文を見たことがない方もいると思います。確かに講義や
行政法のテキストで扱われる割合は大きくありません。しかし情報通信技術の量的・質的な
発展により，好むと好まざるとにかかわらず個人情報の利用は爆発的に拡大しています（こ

れを書いている今も，弁護士会が行った転居先照会を日本郵便が拒否した事例の裁判例が報じられまし
た〔10月 25日〕。本書の 23条の解説を参考にその当否を考えてみて下さい）。個人情報とは何か？
どう利用するか？　不適切な利用にどう対処するか？　という問題――一市民である私たちも，こうし
た問題を漠然と捉えるのみではなく，条文に沿った法的観点からの議論にも触れ，考えてみることが必
要なのではないかと感じています。
　本書は，個人情報保護法とそれに関連する法令について，豊富な裁判例とともに適切な解説を付すこ
とで，詳細かつ体系的な理解を可能としています。特に第 4版では，個人情報保護法制において，
2013 年 5月に公布された「共通番号法」が有する特例としての位置づけを解説していただきました。
イザ！というときすぐ参照できるよう，ぜひそばに置いてほしい 1冊です。（井植）

編集
担当者
から

実務 一般法務中級

ヨコ書きになり，ますます見やすくなりました。
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環境法 BASIC
大塚　直
2013 年 9 月刊／520 頁／3990 円（税込）
A5 判／並製

著者の大塚直先生には，すでに環境法の体系書『環境法』（現在第 3版。有斐閣，2010 年）
がありますが，本書はそれと異なり，「教科書」であることに徹した作りとなっています。
重要用語がゴシック体で，また重要センテンスがアンダーラインで示されるなど視覚的な配

慮がなされているほか，各所に基本事項を問う「Q」が配置され，読者は，それに答えることを意識し
ながらメリハリを付けて読み進めることができます（「→」で示した発展的問題については，本書の中
にヒントが隠されていますから自ら考えてみて下さい）。
　編集担当者としてひしひし感じますのは，環境法をめぐる世の中の動きの激しさです。福島第一原発
事故をきっかけに，放射性物質による環境汚染も，他の環境汚染と同じく環境法体系下で取り扱われる
ことになりました。また，本書の校正段階でも，環境法令の改正が相次ぎ，水俣病認定に関する最高裁
判決も出ました。
　法曹や公務員を目指すにしても，あるいは企業で働くにしても，環境法の知識は今後ますます不可欠に
なっていくと思います。ぜひ最新・最先端の内容が凝縮された本書で，環境法の基礎を学んで下さい。（S）
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学習 LS学部

学習上の重要ポイントがはっきりわかります。
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刑法（全）〔第4版〕

本書の初版刊行は昭和 42（1967）年。初代編集担当者に話を聞きました。「昭和 41年，
東京大学の藤木先生から，刑法の教科書を出したい，とのご相談を受けたのがきっかけ。重
厚な教科書が次々と出版される傾向にある中，『刑法全体が短時間で鳥瞰できるコンパクト

な教科書が必要』との先生のお考え，そして，先生のわかりやすい文章が幅広い読者に受け容れられ，
本書は大ヒット。その頃は珍しかった横組み体裁も，評判になりました。」
　誠に残念なことに，藤木先生は，本書の初版刊行後，10年余（享年 45歳）で他界されていますが，
その後，藤木先生に師事されていた船山先生によって，丁寧な補訂がなされています。補訂に際して
は，「閊えることなく読める藤木先生のわかりやすい文章」はそのままに，最新の刑法改正の内容を
フォロー。40年以上「刑法の真髄」をお伝えする一冊としてロングセラーを誇っています。ぜひご一
読いただきたい名著です。（伊丹）

編集
担当者
から

藤木英雄著／船山泰範補訂
2013 年 9 月刊／310 頁／2415 円（税込）

学習 学部 一般初級

本書の「各論」編。条文の要約とコンパクトな解説で，刑法が説かれています。
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国際行政論

国際連合，欧州連合（EU），世界貿易機関（WTO）など，現在，地球上には，さまざまな
組織・制度が存在し，あらゆる領域で，多くの主体が活動しています。
　そうした国際組織はどのような歴史をもち，どのように運営されているのでしょうか。そ

して，これら国際組織・制度はどのような活動を行っているのでしょうか。本書は，こうした問いに答
えるために，国際行政論の分析視角と基本的な素材を提供します。また，国際法，国際組織論，国際政
治学といった隣接分野の議論をふまえて，行政学の視点から，国際行政の全体像を明らかにし，国境を
越えた課題を解決するための国際的なしくみの作り方と動かし方を示します。
　著者がこれまで積み重ねてきた講義経験を凝縮した本書は，国際行政を学ぼうとする学生，国際公務
員をめざす人，国際行政の実務に携わっている人に，ぜひとも一読していただきたいと思います。（ I ）
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から

城山英明
2013 年 10 月刊／382 頁／3150 円（税込）
A5 判／並製

中級 学習 学部実務

「組織論」「管理論」「活動論」という3 つの観点から説明します。

第Ⅰ部　国際行政とグローバル・
　　　　ガバナンスの変容
　第 1 章　国際行政の特質とメカニズム
　第 2 章　グローバル・ガバナンスへの視座

第Ⅱ部　国際行政の組織
　第 3 章　機能別国際組織と戦時共同行政
　第 4 章　一般的国際組織
　　　　　  ――国際連盟，国際連合
　第 5 章　国際行政組織の展開と改革
　　　　　  ――国連改革，官民連携，
　　　　　 　　貿易組織，主要国組織
　第 6 章　地域組織の実験――ヨーロッパ
　第 7章　地域組織の展開――東アジア

第Ⅲ部　国際行政の管理
　第 8 章　情報資源管理とアジェンダ設定
　第 9 章　国際行政における財政と人事行政
　第10 章　国際行政と国内行政の
　　　　　　インターフェース
　第11章　実効性と正当性の確保

第Ⅳ部　国際行政の活動
　第12 章　平和活動
　第13 章　国際援助活動
　第14 章　国際規制活動


